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まえがき 

この規格は，一般社団法人日本溶接協会の定款及び諸規程に基づいて，規格案が作成され，パブリック

コメント公募を経て規格委員会の審議及び理事会によって承認された日本溶接協会規格（以下、WES とい

う。）である。これによって WES 1108:1995 は改正され，この規格に置き換えられる。 

当協会は、この規格に関する説明責任を有するが、この規格に基づいて使用又は保有したことから生じ

るあらゆる経済的損害、損失を含め、一切の間接的、付随的、また結果的損失、損害についての責任は負

わない。また、この規格に関連して主張される特許権及び著作権等の知的財産権の有効性を判断する責任

も、それらの利用によって生じた知的財産権の侵害に係る損害賠償請求に応ずる責任ももたない。そうし

た責任は、全てこの規格の利用者にある。 

この規格の内容の一部又は全部を他書に転載する場合には，当協会の許諾を得るか，又はこの規格から

の転載であることを明示のこと。このような処置がとられないと，著作権及び出版権の侵害となり得る。 
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日 本 溶 接 協 会  規 格 

亀裂先端開ロ変位（CTOD）試験方法 

Standard test method for  
Crack-Tip Opening Displacement (CTOD) 

fracture toughness measurement 
 

序文 

この規格は，亀裂先端開口変位（CTOD）を用いて金属材料の破壊じん性を評価する破壊力学試験法を

規定するものである。1995 年に発行された初版では BS 7448 Part 1 と同様の幾何学的な塑性ヒンジモデル

に基づく CTOD 算定式を用いていたが，評価精度の向上を図るべく CTOD 算定式に材料の塑性変形特性を

考慮し，規格の改正を行った。 

1 適用範囲 

この試験方法は，金属材料に対して疲労予亀裂試験片を用いて不安定破壊が開始する破壊じん性を決定

するために用いられる。材料と試験温度によって，不安定破壊は疲労予亀裂先端から直接生じる場合と疲

労予亀裂先端から安定進展する延性亀裂先端から生じる二つの場合がある。この規格では，延性亀裂の進

展開始については対象としない。 

この試験方法で用いる限界 CTOD の算定式は，材料の降伏比 RY = 0.6〜0.98，試験片厚さ B = 10 mm〜200 

mm の範囲で適用可能である。 

この試験方法によって求められる不安定破壊開始時の CTOD（限界 CTOD のうちc又はu）は，WES 2805

などの構造要素の破壊安全評価，又は材料選定のための材料評価などに用いることができる。 

この試験方法によって求められる限界 CTOD の値は，金属材料の破壊挙動を特徴付ける指標であるが，

溶接部のような巨視的に見ても不均質な材料にはこの試験方法をそのまま適用できないこともあり，注意

を必要とする。このような場合の取扱いについては，WES 1109 に記述されている。 

高延性・高じん性な材料では，多くの場合不安定破壊に至らず，最高荷重時の CTOD のみが評価される

ようになるが，この限界 CTOD（m）は不安定破壊に対するじん性指標とはならない。 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格のうちで，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その後の改正版（追補を含む。）

は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 7728 一軸試験機の検証に使用する力計の校正方法 

JIS G 0202 鉄鋼用語（試験） 

ISO 12135, Metallic materials — Unified method of test for the determination of quasistatic fracture 

toughness 
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